



























平 野 順 子（長岡大学専任講師）
淺 井 達 雄、大 野 一 伊、小 黒 祐 子、椛澤アイ子、高 橋 宏 子、
長 井 秀 子、波 多 文 子、樋 熊 憲 子、平 石　 京、矢 代 政 子、
吉 田 祥 子、米山サダ子１ 
（平成１８年度「１５日でわかる・できる！アンケート調査」修了者）
１ １３人の執筆者のうち、平野は「アンケート調査講座」講師、１２人は受講生である（５０音順）。今回の論文は全員で分担執筆
している。執筆担当は以下の通り。「１はじめに」「２調査の概要」「４さいごに」平野、「３結果」内の「周辺の環境」矢
代、「交通事情」椛澤、「仕事」波多、「老後の生活」大野、長井、平石、吉田、「子育て事情」高橋、樋熊、米山、
「個人情報」淺井、「３結果」全体を通しての集計・図表：小黒。分担執筆のため、「３結果」部分については項目によって
多少形式や書き方が異なるところはあるが、その点はご容赦願いたい。
２ 全１５回のコース。
３ 全４回のコース。
分けられる。長岡の住み心地度と関係があると考えられる項目について、広範囲にわたって市民の意識を尋ねた。
本研究では、とくに長岡の住み心地という視点に焦点を絞って分析した。
　回答者の特性
　本調査の回答者の特性は、図表１に示した通りである。
　性別では男性の４１．８％に対して女性が過半数を占めている。年齢では、３０代がもっとも多く約３割、年代が上が
るにつれて割合は減少する傾向にある。同居家族の人数を見ると、３人以上で暮らしている人が全体の約３分の
２、そして２人（多くは夫婦）で暮らす人が４分の１強、そして一人暮らしの人が７．５％を占める。居住地を見る
と、旧長岡市に住む者が９割弱を占め、旧長岡市以外に居住する者は約１３％に過ぎない。また、現住所の居住期間
を見ると、１０年以上という者が６割を超え、比較的現住所に長く暮らす者が多い。住宅を見ると、持ち家に住む者
が８割を超えることが分かる。また、現在は長岡市に住んでいるが、長岡市以外の居住経験（合併前の周辺市町村
は除く）がある者は、約６６％に上る。
３．結果
　周辺の環境
①自然環境、住環境
現在住んでいる周辺の自然環境、住環境について「満足しているほうか」、それとも「不満があるほうか」尋ねた。
自然環境については、全体では８３．５％が、「満足」「まあ満足」と回答していた（図表２）。
満足度を性別でみると、「満足」「まあ満足」と回答した割合の性差は６．７ポイントであり、男性の満足度の方がわ
ずかに高かった。年代別では（図表３）、６０代の９３．３％が「満足」「まあ満足」と回答しており、一番高かった。ま
た居住地別では、前述の通り回答者数に偏りはあるが（図表１）、満足している人の割合は、旧長岡市民では８２．９％、
旧長岡市民以外では８８．２％であり、差異はほとんどみられなかった。
住環境については、全体では７９．１％が「満足」「まあ満足」と回答していた（図表４）。性別に見ると、男性の方
が満足度が高く、性差は１４．５ポイントであった（図表３）。年代別では、５０代の約４割が「不満」「やや不満」と回
答しており、他の年代に比べ不満度が高かった（図表５）。居住地別では、前述の通り回答者数に偏りがあるため
（図表１）一概には比べられないが、「満足」「まあ満足」と回答した割合は、旧長岡市民で８１．２％、旧長岡市民以外
は６４．７％であり、差異が見られると言えるかもしれない。
－３６－
図表１　回答者の特性
－３７－
図表３　年代別　自然環境への満足度（％）
図表４　全体・性別　住環境への満足度（％）
図表５　年代別　住環境への満足度（％）
図表２　全体・性別　自然環境への満足度（％）
図表６は、周辺の環境に関する項目別の調査結果を示したものである。「（４）四季の変化がある」「（１）周りに
山・川・海などの自然がある」等、長岡市の自然の環境に対しては８割強が「満足」「まあ満足」と回答していた。
しかし「（２）緑化が推進されている」「（３）ゴミが落ちていない」には、３割強が「不満」「やや不満」としてお
り、景観や美化に配慮した都市を期待していることがうかがえる。住環境についてみると、「（５）周辺の静けさ」
には８割以上が「満足」「まあ満足」と回答している。一方「（１２）遊びや余暇活動の便利さ」には４割強が「不満」
「やや不満」と回答し、一番満足度が低かった。性差は見られなかったが、年代別では３０代と５０代に不満の割合が高
く、５割強が不満を感じていた。また「（６）町並みなどの景観の良さ」「（１１）買い物や飲食の便利さ」は、全体で
は約３割、５０代では約５割が「不満」「やや不満」としていた。これらの結果から、市民は、都市の楽しさを享受で
きる長岡市を期待していることがうかがえる。また、それは、３０代、５０代に多い傾向があることがわかった。居住
場所別でみると、旧長岡市と旧長岡市以外の住民との間には、文化、医療、生活の利便性の項目で満足度に差があっ
た。図表７は、不満度の差が大きかった項目である。回答者数に偏りがあるため断定はできないが、ある程度の傾
向として読むことができるであろう。旧長岡市以外の住民は、より強く不便を感じていると思われる。
－３８－
図表６　項目別満足度（％）　（n=134）
②近隣との関係
住み心地度には、自然環境、住環境の他に、近隣との関係も大きく影響する。
図表８は、「近所付き合いの程度」を表している。９８．５％が「挨拶をする」以上の付き合いをしており、６４．２％
が親しく付き合うまたは世間話をするなど挨拶以上の会話があると回答している。普段から顔の見える付き合いを
している人がほとんどであることがわかった。また、「災害時協力しあえるかどうか」では８９．５％が「協力しあえ
ると思う」「まあ協力しあえると思う」と回答しており（図表９）、「近所で助け合おう」という姿勢がうかがえる。
このような関係が、図表６の「（８）近所付き合いのしやすさ」の満足度が８３．６％という高い数値に現れていると
思われる。
以上、今回の調査では、総じて「自然環境」、「住環境」、「近所との付き合いやすさ」に約８割が満足と回答して
いることから、長岡の住民は、周辺の環境において住み心地がよいと感じていることがわかった。しかし、文化、
医療、生活の利便性においては、旧長岡市以外の住民は、不便と感じているようだ。
－３９－
（「不満」「やや不満」と回答した人の割合）
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図表７　居住地別　不満度の差が大きかった項目
図表８　近所付き合いの程度（n=134）
図表９　近所との災害時の協力への期待（n=134）
　交通事情
　長岡市管内の道路網は、関東方面と関西方面に伸びる高速交通体系（関越・北陸自動車道）と主要幹線（一般国
道１７号・８号）が軸になっている。そのほかの一般国道と県道は高速交通体系への接続と、長岡市を中心にした放
射状および周辺市町村間を連絡する道路網として形成されている（長岡地域振興局，ホームページより）。また１９８２
年には上越新幹線も開通し、ビジネス、観光面においては首都圏との交流も活発化しているが、果たして長岡市民
は交通事情の側面からみた長岡市の住み心地度についてどのように感じているのか検討する。
　「長岡地域の交通事情について満足しているほうですか、それとも、不満があるほうですか」など、交通事情につ
いて４つの質問をしたが、この設問が暮らしやすさと関わる交通への評価について端的に聞いているので、主にこ
の部分の分析を行う。
　長岡地域の交通事情について、１３４人中、満足・まあ満足を加えて６３．４％の人が満足している。これについて、性
別にみると、男性６２．５％、女性６４．１％の人が満足・まあ満足と回答しており、性別に関係なく６割以上の人が満足
している。しかしながら、やや不満・不満の両方を合わせて３６．６％を占めている点は見逃せない（図表１０）。
　次に、居住地別に交通事情への満足度を見た（図表１１）。旧長岡市居住者では、６８．４％（８０人）が満足・まあ満足
と答えている。これは全体の満足度が６３．４％に対して５ポイント高い。旧長岡市以外の人では、満足は０人で、ま
あ満足は５人しかおらず、調査対象者が少ないとは言え満足度は２９．４％に落ちる。このことから、旧長岡市以外の
市町村は交通の利便性があまりよくないのではないかと考えられる。交通事情も良くなって広域化しても、交通に
は困らなくなったとは言え、旧長岡市以外に居住している人たちの２９．４％の「まあ満足」という数値は見逃せない。
　次に、長岡市以外で暮らした経験の有無と交通事情への満足度との関連を見た（図表１２）。長岡市以外の居住経験
はないと答えた４４人のうち、長岡市の交通事情について６８．２％が満足・まあ満足と回答している。しかし、他地域
で暮らした経験のある８８人では、満足・まあ満足を合わせて６０．３％が満足しているが、他地域で暮らした経験がな
い人より満足度は７．９ポイント下がる。 
－４０－
図表１０　交通事情への満足度（n=134）
図表１１　居住地別　交通事情への満足度
　長岡市以外のどこで暮らしたかについては様々なので、暮らした期間のみに着目して、多かった３年、４年、５
年、６年に焦点を当ててみると、３８人が該当した（図表１３）。中でも他地域に６年間暮らした経験のある人は６人中
４人がやや不満・不満と回答しており、６６．７％になる。全体では２０人がやや不満・不満であり、実に５２．６％に上る。
　このことから、他地域での交通事情の体験をもとに比較できる人は、長岡市の交通事情に不満を抱く傾向がある
と言えよう。長岡市の特性は信濃川によって東西が分断されている点にあり、特に橋梁部の橋詰付近では通勤時間
帯や休日等は交通渋滞が発生している。これは長岡市の交通事情の向上を図るうえで大きな課題であろう。
　交通事情からみた長岡市の住み心地度は、旧長岡市民は満足し、それ以外の長岡市民はあまり満足していないの
がうかがえる。そして、長岡市以外の地域に３年～６年間暮らした過半数以上の人が、満足していないということ
が分かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　仕事
　次に、仕事の側面から長岡市の住み心地について検討する。回答者のうち、現在収入を得る仕事に就いている者
は７６．９％（１０３人）、就いていない者は２３．１％（３１人）であり、多くの回答者が現在仕事に就いていることが分かっ
た（図表１４）。 
－４１－
図表１２　長岡市以外の地域で暮らした経験の有無別　交通事情満足度（n=134）
図表１３　長岡市以外の地域で３年～６年暮らした人の交通事情不満度
　①現在仕事に就いている人
　まず、現在仕事に就いていると回答した１０３人に、働き方や働く環境全般についての満足度を尋ねた。対象者のう
ち「満足している」と答えた人が１８．４％（１９人）、「まあ満足している」人が５３．４％（５５人）でこの２つを合わせる
と７１．８％（７４人）となっている（図表１５）。
　また、仕事に関する個別の項目の満足度については、図表１６のとおりである。最も満足度が高い項目は「仕事の
やりがい」で、満足またはどちらかといえば満足と答えた人が８６．４％に上る。最も低い項目は「研修制度が充実し
ている」で、満足またはどちらかといえば満足と答えた人が５８．２％となっている。
　全国規模の仕事満足度調査では、満足している、どちらかといえば満足していると回答した人が「努力にみあっ
た待遇」４７．７％、「能力発揮」５５．３％、「仕事内容」５０．４％、「職責の広さ」５７．９％であった（独立行政法人労働政策
研究・研修機構，２００４）。これと比較すると、対象者や設問項目の違いはあるが、今回の調査では、長岡市における
仕事に関する満足度は総じて高いことがうかがえる。 
－４２－
図表１４　現在の仕事の有無（n=134）
図表１５　働き方や働く環境の満足度（n=103）
　一方、「育児休業・介護休業の取得のしやすさ」、「研修制度が充実している」の項目で該当なしと答えた人が２０％
前後おり、不満と回答した人と合わせると両項目とも３０％を上回る。回答者の約１割が自営であることや、回答者
が該当なしとした理由が不明であるので簡単には結論づけることはできないが、長岡市の調査においても育児休業
制度等が不備な事業者が多いことが明らかになっている（長岡市，２００６）ことから、必要とされる制度が整ってい
ない職場で働いている人も相当数いることが推測される。
　性別による満足度の差は見られなかったが、雇用形態別では、会社役員は全員が、自営は９割以上が満足または
まあ満足と回答している。正社員と非正規社員を比較してみると雇用の安定や各制度面では恵まれていると思われ
る正社員よりも非正規社員の満足度の方がむしろ高いという結果になっている（図表１７）。前出の独立行政法人労働
政策研究・研修機構の仕事満足度調査においても、各項目とも正社員と非正規社員の満足度にほとんど差がみられ
ず、全国的にも同様の傾向にあり、労働環境と仕事の満足度が必ずしも連動していないことがうかがえる。
－４３－
図表１７　雇用形態別満足度（％）
図表１６　項目別満足度（％）（n=103）
　年代別には３０代と４０代がやや不満がある、不満があると答えた人の割合が他の年代よりやや高くなっている。７０
代は全員が満足している又はまあ満足していると回答している（図表１８）。
　②現在仕事に就いていない人
　次に現在仕事に就いていない人の状況について見る。対象者３１名のうち仕事に就きたいと答えた人は７名で、い
ずれも半年以下の求職活動中もしくは求職活動をしていないとの回答であった。このことから、長岡市での就職は
困難であるとは必ずしも言えないと思われる。　
　以上のことから、今回の調査では、属性によって仕事への満足度の若干の差はあるものの著しい偏りはみられず、
様々な課題が内在している可能性もあるが、全体的に長岡地域の仕事関係の満足度は高いという結果になった。
　老後の生活
　１０市町村が合併して、新長岡市の高齢化率は２３．２％となった（H１８．３．３１現在、長岡市調べ）。こうした中で、高
齢になってもこの長岡に暮らし続けたいかどうかや、老後を誰と支え合っていきたいか、また長岡で老後を暮らす
際の不安を探ることは、長岡の住み心地度の目安になると考え、検討することとした。
　①現在住んでいるところに住み続けたいか
　老後も現在住んでいるところに住み続けたいかどうかを尋ねたところ、「住み続けたい」５１．５％（６９人）、「引っ越
してもかまわない」４８．５％（６５人）で、わずかながら住み続けたい人のほうが多かった。それを年代別に見ると、
就労しているとみられる「若年層」で「住み続けたい」と回答した割合は、３０代で４０．０％、４０代で３５．３％、５０代で
５１．７％であったのに対し、仕事をリタイアしたと見られる「高齢層」で「住み続けたい」と回答した割合は、６０代
で８６．７％、７０代以上で９３．８％と、格段に多い。
　理由のひとつとして考えられるのが、長岡の住宅事情である。持ち家率が８４．３％（一戸建７６．１％、集合住宅８．２％）
と、家を持つ人は持たない人に比較して圧倒的に多い。また、「引っ越してもかまわない」と答えた人の引越し先の
希望を見ると（図表１９）、「暖かい地方」が最も多く、男性で５６．５％（１３人）、女性で５４．８％（２３人）おり、気候もま
た長岡の住みにくさの要因の一つとなっていると思われる。
－４４－
図表１８　年代別満足度（％）
　②老後は誰と住みたいか
　老後は誰と住みたいかを尋ねたところ（図表２０）、「夫婦で暮らしたい」と答えたのが男女とも７割を超え最も多
かった。次が「子どもと一緒に」で１０．５％を占め、性別の内訳をみると、男性の全体に占める割合が１６．１％に対し
て、女性は６．４％であった。このことと、図表１９の「老後は子どものところに住みたい」と答えた男性の割合が女性
の約３倍であり（男性２１．７％、女性７．１％）、「老人施設や集合住宅」に住みたい男性の割合が女性よりも少ない（男
性１３．０％、女性２１．４％）ことをあわせて考えると、男性が自分の子どもや妻に頼りたいと願っていることが分かる。
また、この中で「一人で」と答えた人（７．５％）については、そうしたいという希望だけとは限らず、現在一人暮ら
しをせざるを得ない人も回答したと考えられる４。
③老後の暮らしで大切なこと
　老後の暮らしで大切なことを挙げてもらったところ（図表２１）、｢病院やスーパー ｣といった暮らしに必要な施設
をあげた人が男女ともに最も多く、次が「医療機関」で、これらをあわせると大半を占める。　また、｢家族関係 ｣
や ｢友人関係 ｣といったソフト面も重要視されており、老後の暮らしに社会的ネットワークは非常に大切なもので
あることが再認識できる。
－４５－
４ 平成１２年度国勢調査によれば、長岡市の６５歳以上女性の無配偶率５２％（うち死別４６％）、男性の無配偶率１４％（うち死別
１２％）。また、長岡市の高齢単身世帯は、一般世帯数を１００とした時４（男性高齢単身世帯が１、女性高齢単身世帯が３）を
占める。
図表２０　老後に一緒に住みたい人（n=134）
図表１９　老後引っ越してもかまわない場所（MA）
　④老後について心配なこと
　次に、老後について心配なことは何か尋ねたところ（図表２２）、自分の健康を心配していることがはっきりとわか
る（男性８２．１％、女性６６．７％）。同時に家族の健康を心配している割合も全体で約７０％と高い。さらに、自分の健康
をより強く心配しているのは、３０代で約６３％、４０代で約６２％、５０代で約８３％、６０代で約８７％、７０代以上で約９３％と、
加齢とともに徐々に高くなる傾向にある。また、親の介護や年金といった社会保障面、預貯金といった生活の安定、
子どもの将来といった次世代への思い、これらを心配なこととして挙げる者が多くなっている。これらの事から、
老後の長岡市での暮らしについては健康や、社会保障について強い不安があり、そのため、万が一の医療機関や所
得保障などの基盤を整える必要性がうかがえる。
　子育て事情
　長岡の住み心地度を考えるにあたり、子育て中の人にとって、子育てを行う環境は、長岡の住み心地を左右する
重要な要因だと考えられる。物理的環境・人的環境全てを含め、長岡では安心して子育てができ、安全で暮らしや
すい街といえるかどうか、さらに、親の願いはどんなところにあるか探るという目的のために、子育て事情につい
ての質問を設定し、検討する。
　①子どもの有無と子どもの年齢
　対象者のうち、小学校６年以下の子どもが家庭にいるという子育て中の人の割合は３５．８％（４８人）であった
－４６－
図表２１　老後の暮らしで大切だと思うこと（MA）
図表２２　老後について心配なこと（MA）
（図表２３）。その内訳を性別でみると、男女ともほぼ同数で、年代をみると、３０代・４０代が大半である。また４８人中、
就学前の子を持つ親が２５．４％（３４人）、小学生を持つ親が２３．１％（３１人）であり、就学前の子どもと小学生の子ども
がほぼ半数ずつとなっている（図表２４）。
　
②子どものよく行く遊び場所と安全性
　子どもがいる回答者に対し、子どものよく行く遊び場所とその安全性について尋ねた（図表２５）。もっともよく利
用されているのは友人の家で７２．９％（３５人）、また家の周辺（５８．３％）、公園（５０．０％）と続く。子育て支援策とし
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図表２３　小学生以下の子どもの有無（n=134）
図表２５　子どものよく行く遊び場所（MA）
図表２４　子どもの年齢（MA）（n=48）
ての施設（児童館・コミセン等）は上位３ヶ所に比較して極めて利用度が低い。
　「遊び場所の安全性」については、「不安がある」との回答者は６０．４％（２９人）、「不安はない」３１．３％（１５人）、
「分からない」６．３％（３人）という結果から、親が過半数を占める。また、「遊具の安全性」では、不安がある３１．３％
（１５人）、不安はない４５．８％（２２人）、分からない２０．８％（１０人）、無回答２．１％（１人）である。ここでは、「分から
ない」という回答者が多いが、遊具に対して関心がないのか、意識にないのか、それとも遊ぶ機会が少ないのか、
安全性を考えても分からないのか、そこまでは質問していないため、分析は難しい。
　③子どもの友達と保育者の友達
　近所に子どもの遊び友達と保育者の友達がいるかどうかを尋ねた（図表２６）。前出の遊び場所で、友人の家で遊ぶ
子どもが多いこと（図表２５）から、近所に遊び友達がいることと整合する。また、保育者の友達がいるという回答
者については、友達がいる３６人中男性が１６人を占め（女性２０人）、日中は長時間にわたって地域を離れて就労してい
ると考えられる父親も、近所に保育仲間を持っている姿が見えてくる。
　④平日子どもをみている人
　子どもを見ている人について、調査では平日に限定して尋ねた（図表２７）。その結果、母親・祖父母が面倒をみて
いるという家庭が多いことが分かった（それぞれ６４．６％、４１．７％）。保育サービスが主というのは１２．５％にすぎな
い。
　⑤子育ての相談をする相手
　次に、子育ての相談をする相手について尋ねた（図表２８）。配偶者への相談が一番多く、６６．７％（３２人）が配偶者
に相談をしている。その内訳は、男性１９人、女性１３人であった。このことから、配偶者に相談する人に性差はない
ことがわかる。友達への相談が４７．９％（２３人）とこれに続き、性別内訳は男性７人、女性１６人となっている。この
ことから、友人に子育ての相談をするのは女性の方が多いことがわかる。自分・配偶者の親に相談するという回答
がそれに続き、３１．３％（１５人）となっている。この１５人の内訳は、３０代が１１人、４０代が４人で、若い世代ほど親世
代に相談していることが分かる。
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図表２７　平日子どもをみている人（MA）（n=48）
図表２６　子どもの友達と保育者の友達（n=48）
　⑥男性の育児参加
　「家庭で男性は育児に参加しているか」という質問をしたところ、「参加している」と回答した人が圧倒的に多く
８５．７％（４２人）であった。４２人の内訳を男女別にみると、男性２２人、女性２０人となっており、ほぼ半数ずつである。
このことから、男性の育児参加状況についての認識は性別による差があまりなく、男女ともに男性も概ね子育てに
参加していると考えている。
　⑦子育てで気になること
　子育てをするなかで、気になることを尋ねた（図表２９）。最も多いのが「子どもの成長」「地域の安全・環境」で
あり４３．８％（２１人）、それに「子どもの病気」「教育資金」「学校教育」「自分の仕事との両立」が続く。
　「地域の安全・環境」を選んだ人が多いのは、時代の背景と深く関連しているといえよう。子どもの健全な成長の
ためには、安全で安心できる地域の生活環境が大事であることを示している。ところが、前出の設問では「遊び場
所の安全性に対して ｢不安がない ｣と回答した人は３１．３％（１５人）であった。今回の回答とは一見矛盾するように
みえるが、ここで示す「地域の安全・環境への心配」は、交通事情や不審者…等、様々な現代社会の問題を反映し
ての気になることととらえたほうが良いかと考える。
　また、「自分の仕事との両立」を選んでいる２０．８％（１０人）の中には男性６人が含まれており、男性も仕事だけで
はなく子育てに関わりたいとの願いの表れととらえることができよう。 
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図表２８　子育ての相談をする相手（MA）（n=48）
図表２９　子育てで気になること（MA）（n=48）
　⑧まとめ
　長岡市の子育て事情についての調査結果から、以下のことが明らかになった。
　それは、安全にまた安心して子育てができる環境作りを多くの親が望んでいるということである。更により良い
育児環境の一つとして施設等の充実が望まれることが多いが、現在これらの施設等を実際に利用している者は、他
の場所と比較して少なかった。次に、遊ぶ場所は友人宅や近所・公園が多くなっていることから、地域の住民とし
て互いの交流を求め、より良い関係を築いているのではないかと想定できる。これらのことからも、なお一層、地
域の人的環境と物的環境双方ともに、安心して安全な子育てができる環境になるよう考え、取り組みを進めなけれ
ばならない。
　また、アンケート実施後の課題も多く残った。それは、より根本的に「長岡の住み心地」が子育てにとってどう
なのかという点を踏まえて設問を作成すれば良かったということである。さらに、あいまいな設問ではなく、より
具体的に質問・選択肢を作ることや、選択した理由や内容を二次質問で尋ねる方法など、得られた回答をより深く
理解するための設問が必要だった。
　個人情報
　個人情報保護法は成立までに国民的議論を巻き起こし、大幅な修正を経て成立、２００５年４月に施行された。本ア
ンケート調査は、法施行後１年半が経過した時点で地方都市の市民生活がどのような影響を受けているかを調査
し、地方都市における住み心地への影響を明らかにする目的で実施した。
　①自分の個人情報が不適切に利用された経験
　図表３０は、自己の個人情報が、目的外に使用されたり承諾なしに第三者に渡ったりして生じる不適切利用の経験
者の割合を、多い方から順に示したグラフである。知らない人から電話やダイレクト・メールが来た経験のある人
は、８８．８％とほぼ９割に上っている。
　また、３１．３％の人が振り込め詐欺まがいの電話や葉書を受信した経験を有する。男性は２８．５％、女性は３３．３％が
経験している。経験した人に撃退できたか否かを聞いたところ、男性は撃退できなかった人が２０％近くいるのに対
して、女性は９６％の人が撃退していることがわかった。撃退方法を自由記述法でたずねたところ、無視した、消費
者センター、警察、市役所、知人などに相談、相談のうえ無視したなど生々しい姿が描き出された。また、長岡だ
けでなく他地域に居住した経験が撃退成功率に影響しているのではないかとの推測のもとに、他地域居住経験と撃
退成功率との関係を調べたが、特に相関関係は認められなかった。
－５０－
図表３０　不適切利用の経験（MA）（n=134）
　②個人情報保護法施行後における日常生活の変化
　図表３１は個人情報保護法施行後における日常生活の変化について聞いた結果をまとめた表である。回答者の
６４．２％と最も多くの人が指摘したのが「いろんな集まりで名簿の管理に神経を使うようになった」という事項であ
る。暮らしやすさと関係してくる「連絡先がわからないなど、日常生活が不便になって困ったことがある」と指摘
したのは５人に１人である。全国調査（内閣府、２００６）では、個人情報保護法を知っていると回答した人に聞いた
結果ではあるが、５１．１％の人が「学校や地域社会の緊急連絡網のような名簿の作成が中止され、日常生活が不便に
なった」と感じると回答していることを考えると、今回のアンケートの回答者は比較的不便を感じていないといえ
る。同じ全国調査で「周囲の人の個人情報保護に関する意識や関心が高まった」と感じるかとの質問に対して「感
じる」とした人の割合は７５．５％に達しているが、今回のアンケート調査では、図表３１～の平均は６１．９％であり、
両者をあえて比較すると、全国平均より１３．６ポイントも低い。全国に比べて浸透が遅いようにも思われる。
　また、災害時やその他の緊急時に地域でみんなが協力する気持ちが弱くなったとする人は１０人に１人程度であ
り、この分野での影響はまだそれほど大きくはないといえる。
　図表３１で「はい」と回答した人に対して、具体的にどのような場合に不便と感じたかを尋ねたところ、「学校で
も名簿がなく、子どもの友達と連絡が取れない」、「PTA役員の選挙の際、市町村名と役職だけでは判断できず、投
票できない」など、学校関係の活動で不便さが増したとの回答が多かった。このことから、家族に学齢期の子ども
がいることと図表３１の質問項目との間に関連があるのではないかと考え、その関連性を分析してみた。図表３２
は、その結果をまとめた表である。この表から、小学生がいる家庭はでは、４軒に１軒が不便になったと感じてい
るのに対して、小学生がいない家庭では５軒に１軒もそう感じていないことがわかる。一般に言われていることが
長岡でも発生していることがわかった。 
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図表３１　個人情報保護法施行後における日常生活の変化（MA）
図表３２　小学生がいるかいないかと法施行後不便と感じたことがあるかないかとの関連
　③まとめ
　本節においてこれまでに述べた事項を総合すると、日常生活などへの影響度合いは全国平均に比べて弱く、個人
情報保護意識のたかまりによる暮らしにくさの増大は全国平均ほど大きくない。
　これらのことについて、次のことが推測できる。
　１）単に浸透速度が全国平均に比べて遅いだけである。
　２）一般に言われているような過剰反応をみせることなく、個人情報の保護に留意しながらも、暮らしやすさを
大切にしている。
　以上、２つの推測のいずれが正しいかは、今後、しばらく期間をおいて今回と同様の調査を実施すれば明らかに
できる。このことを今後の課題としたい。
４．さいごに
　公開講座『アンケート調査講座』内で実習として行ったアンケート調査をもとに、各分野ごとに、受講生全員で
調査結果をまとめた。いま一度、当初の目的であった「長岡市の住み心地度」ということに着目して、結果を総括
したい。
　①周辺の環境：自然環境・住環境ともに全体的に満足度が高く、近所付き合いも親密であるという点においては、
住み心地は良いと言えよう。しかし、学校、病院等の利便性については、旧長岡市以外の市町村の住民の不満
度は比較的高い。
　②交通事情：満足と評価している回答者が多い。しかし、旧長岡市とそれ以外の市町村の差は大きく、都市部と
農村部のインフラの差がかいま見える。また、長岡市以外で暮らした経験がある人は、交通事情に対する満足
度は比較的低い。
　③仕事：仕事についている人は、総じて仕事に対する満足度は高い。仕事についていない人でも求職期間は長く
なく、就職が困難な状況にあるとは言えない。
　④老後の生活：老後も夫婦で長岡に住み続けたいという人が多い。これは、持ち家率の高さもあるが、現在の暮
らしに満足しているということもあるのではないか。また、老後の暮らしでは生活関連施設とともに家族や友
人も重要と考えられており、自分や家族の健康、社会保障に対する心配が大きい。
　⑤子育て事情：昨今の社会情勢もあり、子育て時の地域環境への心配が大きい。また、遊び場や遊具に対する安
全性についても心配がある。遊び場は友人の家や自宅、公園が中心で、児童館やコミセンといった施設の利用
率は比較的低い。
　⑥個人情報：全国調査の結果と比較しても、個人情報保護法が制定されたことによる暮らしにくさはそれほど見
られないようだ。
　各分野ごとにポイントをまとめたところ、今回の調査結果を見る限りにおいては、対象者の考える長岡の住み心
地は総じて「満足」なものではないかと推測される。しかし、特に環境、インフラの側面では、旧長岡市とそれ以
外の市町村との間に差がみられた。
　しかし、今回の調査は課題がいくつかある。まず、今回の調査では合併後の新長岡市の住民を対象としたが、受
講生の知人を対象としたこともあり、旧長岡市の住民が回答者の９割近くを占めていることである。とりわけ交通
事情の項で明らかになったことであるが、長岡市中心部と周辺市町村とでは、さまざまな条件・環境が異なる。そ
れは住み心地という違いの大きな要因になると考えられる。旧長岡市とそれ以外の地域との比較検討ができる形で
対象者を選定できればよかったということが、第一の課題である。
　次に、長岡の住み心地度を検討するために調査したものであるが、一次元または多次元としての「住み心地への
評価」尺度を入れなかったことにより、最終的な意識として「住み心地がいいのか悪いのか」の判断を下すことが
難しいという結果となった。今回の調査は、各人の興味関心の幅が広く、多くの分野にわたり質問を設定した。し
かし、それぞれの回答の解釈をすすめていくうちに、設問の作り方に立ち返る場面もたびたびあった。
　また、対象者にもおそらくある程度の偏りがあったものと思われる。受講生の知人または知人からのスノーボー
ル方式とし回答の回収も対面により行ったため、答えにくい問いについては、真の意識を調査することができな
－５２－
かったことも考えられる。例えば仕事に対する評価の中でも、給料や福利厚生面、知名度等への満足度は、知人が
回収するアンケート票には本心は書きにくいものがある。
　このように、いくつか課題は残されるが、冒頭でも述べたように、本調査は『アンケート調査講座』のアンケー
ト実習の一環であり、実際にアンケートを企画・実施することによって得られた学びのいくつかとも言えよう。ア
ンケート調査は実際に行ってみないと分からないことが多い。本調査が受講生の大きな学びの機会となれば幸いで
ある。今回の調査で出た課題は、これからアンケート調査を行うにつれて、改善していけばよいものと考えている。
　この講座・調査報告を機会に、長岡においても有意義な社会調査が実施されるようになることを願っている。
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